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　１月12日・13日の２日間、吾平町麓の商店街約
250mを歩行者天国にして「第14回名物あいら木市祭」
が開催されました。
　吾平地区の冬の風物詩として有名な木市祭は、商
店街の活性化と地域振興を目的に行われているもの
で、通りの両側には、地元の商店街及び加工グルー
プや、花き園芸農家など約100店舗が出店。キンカン
やハッサク、ウメなどの苗木や手作り加工品が販売
されたほか、太鼓演奏や歌謡ショー、お楽しみ抽選
会などもあり、２日間で約8,000人が訪れました。

ま  ち  の  話  題

　１月８日、創部４年目で、出場
チームのレベルが高いと称される
全九州・日本太鼓ジュニアコンクー
ルに出場した鹿屋農業高校太鼓部
「魂

こころ

」が市役所を表敬訪問しました。
　部員全員が高校から太鼓を始め
たという同部は、現在、地域の行
事や福祉施設などで演奏を披露。
主将の藤井さやかさんは「みんな
に喜んでもらえるような太鼓演奏
をしたい」と話してくれました。

　１月16日から18日まで、肝属中
央家畜市場で今年の子牛の初せり
が行われ、３日間で約1,500頭の
子牛がせりにかけられました。
　配合飼料や原油の価格高騰など
の影響が心配されましたが、平均
落札額は464,337円と、高値でせ
り落とされ、関係者を安心させま
した。また、曽於中央家畜市場で
も１月22日から25日まで、子牛の
初せりが行われました。

　１月21日に鹿屋・吾平、串良で、
１月25日には、輝北で葉たばこの
種まきが行われました。
　葉たばこの種は、非常に小さい
ため土と均等に混ぜてからまかれ、
15日ほどで発芽します。畑に定植
後、５月下旬から７月末まで収穫
が行われ、１週間程度乾燥されま
す。種まきに参加した生産農家等
は、豊作を祈りながら、心を込め
てまいていました。

　１月７日、輝北町の輝北コミュニティセンターで、
新春恒例の「合同七草祝い」が開催されました。
　この七草祝いは、輝北地区の小学校へ入学する子
どもたちの健やかな成長を願い毎年行われているも
ので、華やかな衣装を身にまとった子どもたち33人
が参加。当日は、保護者や来賓が見守る中、記念品
贈呈やおはなしグループ「ちいさなくれよん」によ
る絵本の読み聞かせなどが行われ、参加した保護者
など全員で、子どもたちが元気で伸び伸びと成長し
てくれることを願いました。

AIRA吾平 輝北 KIHOKU
合同七草祝いを開催合同七草祝いを開催名物あいら木市祭に名物あいら木市祭に

約8,000人が訪れる約8,000人が訪れる

串良吾平輝北鹿屋 串良吾平輝北鹿屋
子牛の初せりが行われる葉たぼこのたねまき葉たぼこのたねまき

KANOYA鹿屋鹿屋農業高校  太鼓部が鹿屋農業高校  太鼓部が
表敬訪問表敬訪問

　２月16日・17日の２日間、リナシティかのやホー
ルで、高校生による創作ミュージカル「ヒメとヒコ
～ある王の物語～」の公演が行われました。
　これは、1,500年前の大隅と奄美を舞台に展開され
る大隅の若き王「ヒコ」と奄美の巫

み こ

女「ヒメ」の物
語で、笑いや涙ありの創作ミュージカル。約６か月
前から公演に向け、練習に励んできた高校生は、本
番で、約600人の観客の心を打つ演技や歌、ダンスを
披露し、観客から大絶賛の拍手が送られていました。
　また、ホワイエでは、鹿屋と奄美の遺物が展示され、
観客は時代を伝える貴重な遺物に見入っていました。

　２月15日、市産業支援センター
で、「起業・創業支援セミナー」が
開催されました。セミナーでは、串
良町出身でテクニカル電子株式会
社代表取締役会長の本房周作さん
が「起業創業の成功への秘訣」を、
中小企業・ベンチャー総合支援セ
ンターチーフアドバイザーの石橋
薦さんが「上手なビジネスプラン
の作り方」と題し講演。参加者は、
講演を熱心に聞いていました。

　鹿屋市漁業協同組合婦人部が、
県水産技術開発センターの指導の
もと、シバエビの副産物で試作の
魚醤を作りました。
　シバエビの水産加工の工程で取
り除いた頭を利用して作られた魚
醤は、タンパク質やアミノ酸など
が豊富。昨年６月の仕込みから今
回のろ過まで、約８か月かけて
作った魚醤については、商品化の
検討をしていきたいそうです。

　２月14日、鹿屋農業高等学校で、
卒業後就農する生徒や専門的知識
を学ぶために進学する生徒を励ま
そうと、「営農の門出を励ます会」
が開催されました。
　当日は、卒業生を代表して３人
が抱負を発表したほか、記念樹の
授与などが行われました。最後に、
同校で製造された「農高牛乳」で
乾杯し、生徒たちは、営農への決
意を新たにしていました。

　２月23日、リナシティかのや情報プラザで、超高速
インターネット衛星「きずな」を搭載したＨ２Ａロケッ
ト14号機の打ち上げ模様がライブ中継されました。
　当日は、約100人の親子連れなどが、種子島宇宙セ
ンターから打ち上げられるロケットを情報プラザの
大型プラズマビジョンで観賞。会場では、カウント
ダウンとともに、17時55分にロケットが無事打ち上
げられると、大きな歓声と拍手が起こりました。
　そして、上空を飛行するロケットを一目見ようと、
会場を出て、ロケットが見えなくなるまで見守って
いました。

KANOYA鹿屋起業・創業支援起業・創業支援
セミナーを開催セミナーを開催

KANOYA鹿屋
営農への決意を新たに営農への決意を新たに

KANOYA鹿屋

KANOYA鹿屋高校生の心を打つ創作ミュージカルに高校生の心を打つ創作ミュージカルに
観客が大絶賛観客が大絶賛

KANOYA鹿屋 H2Aロケット14号機のH2Aロケット14号機の
打ち上げを見守る打ち上げを見守る

シバエビの副産物でシバエビの副産物で
魚醤を作る魚醤を作る

石橋 薦石橋 薦さんさん

本房周作本房周作さんさん

２月の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ） 消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 138 410,355 703,000 160,000 261
去勢 196 501,714 685,000 241,000 293

吾平地区
めす 63 451,603 950,000 212,000 269
去勢 62 544,113 702,000 406,000 303

串良地区
めす 172 429,413 617,000 187,000 263
去勢 239 508,285 700,000 206,000 296

輝北地区
めす 78 480,564 968,000 309,000 272
去勢 91 556,505 794,000 339,000 308
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